Forex Tester Online インジケーター作成ガイド
Forex Tester Online で、ご自身のインジケーターを作成して使う手順
はじめに
Forex Tester Online（以下 FTO）は、ブラウザ上で動作するバックテストプラットフォームです。お客様ご自身でインジケーターを作成し、チャートに組み込んでご利用いただけます。
FTO のインジケーターは TypeScript / JavaScript で記述し、ビルドして生成される .js ファイルを FTO にアップロードして使います（MT4 の .mq4 などはそのままアップロードできません）。本ガイドでは、はじめての方向けに、作成から適用までの手順を説明します。
	メモ
ご利用プランについて： カスタムインジケーターは Pro プラン の機能です。ご利用の前にプランをご確認ください。


まず最初に行っていただくこと
作成を始める前に、必ず次の 2 点を行ってください。
1. ① 作成ドキュメント（API）を確認する。 下記ページで、Init / Calculate / Done の流れ、バッファー（描画）、外部パラメーターなど、使用できる関数や仕組みをご確認ください。
1. インジケーター作成ドキュメント： https://fto-2.gitbook.io/fto-indicators-docs
1. ② サンプル（例）の ZIP をダウンロードし、中身を確認する。 上記ページからサンプル（Moving Average）をダウンロードして解凍し、custom_indicator フォルダ（index.ts など）の内容を確認してから、編集して作り始めると失敗が少なくなります。
開発環境の準備
次の環境で作成します。
	項目
	内容

	エディター
	コードを書くエディター。公式チュートリアルでは AI 搭載エディター Cursor（cursor.com/downloads）を使用しています。使い慣れたエディターでも構いません。

	Node.js
	ビルドに必要です。nodejs.org から LTS 版をインストールしてください（npm が同梱されます）。

	FTO アカウント
	Pro プランのアカウント（作成したファイルは FTO 画面からアップロードします）


	重要
npm は必ず最新版に更新してください。 npm（Node.js に同梱のパッケージ管理ツール）が古いと、ビルド時にエラーが出ることがあります。ターミナルで次を実行してください。


npm install -g npm@latest
更新後、npm -v / node -v でバージョンを確認できます。
作成から適用までの流れ
1. ① API を確認：https://fto-2.gitbook.io/fto-indicators-docs で使える関数・仕組みを確認。
1. ② サンプル ZIP を入手： 上記ページからサンプル（Moving Average）をダウンロードし、解凍して中身を確認。
1. ③ エディターで開く： 解凍したフォルダを Cursor で開く（File → Open Folder）。
1. ④ 依存をインストール：npm install。
1. ⑤ コードを書く：index.ts を編集。
1. ⑥ ビルド：npm run build → dist に my-indicator-project.js が生成。
1. ⑦ アップロード： 生成された .js を FTO にアップロードして適用。
作成とビルド
1. 解凍したサンプルフォルダを Cursor で開きます。
1. ターミナルで npm install を実行。
1. index.ts にインジケーターのロジックを記述します。
1. npm run build を実行。dist フォルダに my-indicator-project.js が生成されます。
アップロードと適用
1. app.forextester.com にログインし、プロジェクトを開きます（または新規作成）。
1. チャートのインジケーターメニュー（または Indicators タブ）から 「インジケーターをアップロード（Upload Indicator）」 を選びます。
1. dist フォルダの my-indicator-project.js をドラッグ＆ドロップ、またはファイル選択でアップロード。
1. 「マイインジケーター（My Indicators）」 に表示されるので、選択してチャートに適用します。
ビルドのコマンド
ビルドは次の 2 つのコマンドです（プロジェクトフォルダのターミナルで実行）。
npm install      # 依存パッケージの取得（最初の一度）
npm run build    # ビルド → dist フォルダに .js を生成
	メモ
Windows で「スクリプトの実行が無効」エラーが出た場合：
PowerShell で次を実行してから、再度 npm install → npm run build を行ってください。


Set-ExecutionPolicy RemoteSigned -Scope CurrentUser
うまくいかないとき
	症状
	対処

	ビルドでエラーが出る
	まず npm を最新に更新（npm install -g npm@latest）。Node.js も LTS 版に更新。

	running scripts is disabled
	PowerShell で Set-ExecutionPolicy RemoteSigned -Scope CurrentUser を実行後、再ビルド。

	アップロードしても表示されない
	dist フォルダの .js をアップロードしているか確認（FTO が認識するのは dist の .js のみ）。

	.mq4 / .mql などを入れたい
	そのままでは使えません。ロジックを TypeScript/JavaScript で書き直す必要があります。


サポートについて
	重要
個別のファイル作成に対するサポートは提供しておりません。あらかじめご了承ください。


参考リンク： 作成ドキュメント https://fto-2.gitbook.io/fto-indicators-docs
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